
令和４年度滑川町の教育について 

令和４年１１月２１日 

 

滑川町では「第３期滑川町教育振興基本計画」に基づき、町の教育を進めてま

いります。本年度の重点施策は別紙「令和４年度滑川町教育行政重点施策」に示

してあります。また、地域と一体となり、学びや元気から人の成長を促す取組と

して、子供の生活習慣にスポットを当て、家庭ですべきことを原点から見直し、

先行き不透明な時代だからこそ、人として身に付けるべき３つの合い言葉を作

成し、令和３年度から取り組んできました。 

また、地域との連携を深めることにより、地域全体で子供達の成長を支えるこ

とを大切にしています。地域の関係が希薄になる中で学校、子供、家族、地域が

一体となり、互いに成長できるような取組を進めています。 
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１ 基礎的生活習慣の見直し 

 

 先行き不透明な時代に対応し、人が人間らしく豊かに生きていくことが大切

です。そのためには、基礎的な知識・技能、思考力はもちろんのこと、価値を見

つけ、生み出す感性と力、好奇心・探究心など学校だけではなく家庭や地域と一

体となって子供の成長を支えていくことが必要です。 

 その基盤となるものが基本的生活習慣の向上であると考えます。分かりやす

く３つの合い言葉ということで設定をいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 まず１つめは元気の素をつくることです。元気は食や睡眠、学びから、そして、

安定した生活から作ります。例えば、朝食を毎日食べることです。朝食を食べる

ことで脳が活性化し、思考力や体力、さらには集中力も高めることができます。

そして、このような力が備わることで豊かな心を手にすることができると考え

ます。 

 ２つめは学びの時間をつくることです。学びは、学校の勉強だけではありませ

ん。生活の中に多様な学びがあります。例えば、読書の習慣化です。落ち着いて

本と向き合う時間を確保することで、知識を得ることができるとともに、成長に

伴いこの時間が学習時間の確保や学習の習慣化にもつながります。 

 ３つめは会話を大切にすることです。会話をするためには、相手や情報、さら

には人としての振る舞いも必要です。例えば、家の中でも家族同士であいさつや

会話を増やすことにより、自己表現が進み、自分の意思をはっきりと伝える力が

身につきます。 

 これらは家庭を核にして進めることですが、町全体で進めることで、人は大き

く育ちます。コミュニケーションが希薄になりつつある今だからこそ、これらを

大切にすることを進めています。 

 

 ３つの合い言葉を柱として、それらが結びつき、未来をつくる子供達の育成を

推進しています。 

 また、ここに「支えと見守り」が加わり、取組を進める中で、子供と家族がつ

ながり、家族と学校、学校と地域がつながっていくような取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 地域全体で子供たちの成長を支える取組 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 学びを支える環境づくり 

 

 

 

滑川町における働き方改革の取り組みについて 

○勤怠管理システムによる出退勤の管理・報告・結果の共有 

○校務支援システムによる校務の ICT 化 

・出欠席 ・成績 ・通知表 ・要録 ・健康の記録・日報 ・週報 等 

○ストレスチェックの実施（公立学校共済組合） 

○スクールサポートスタッフまたは障害者会計年度任用職員の全校配置 

○タイムマネジメント週間の実施（時間外勤務時間 1 日あたり２時間以内） 

○小学校における専科指導、教科担任制の推進 

○学校徴収金の口座振替の実施（R5 より全校で実施（現在は中学校のみ実施）） 

○ふれあいデーの実施 

○計画年休の取得の推進 

○学習相談室「つぼみ」（中学校）の設置 



４ 学校園の課題と方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

 



５ 各担当の状況 

 

（１）生涯学習 

 

 

（２）生涯スポーツ 

 

 

 

 



（３）文化財等 

 
 

（４）図書館 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


